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──周作クラブ会報──

◆
遠
藤
周
作
文
学
館
資
料
叢
書

　
『
わ
れ
ら
此
処
よ
り
遠
き
者
へ
』
草
稿
翻
刻

　
　

昨
年
、
長
崎
の
遠
藤
周
作
文
学
館
で
未

発
表
資
料
と
し
て
公
開
さ
れ
た
草
稿
『
わ

れ
ら
此
処
よ
り
遠
き
者
へ
』が
こ
の
た
び
、

同
文
学
館
か
ら
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
ノ
ー
ト
に
ブ
ル
ー
イ
ン
ク
で
書
か
れ

た
、
著
者
の
初
め
て
の
小
説
草
稿
で
す
。

作
品
と
し
て
の
完
成
を
見
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
回
は
研
究
資
料
と
し
て
翻
刻
さ

れ
ま
し
た
が
、原
稿
（
ノ
ー
ト
）
の
全
ペ
ー

ジ
が
カ
ラ
ー
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
の
が
何

よ
り
の
特
色
で
す
。
遠
藤
文
学
館
の

シ
ョ
ッ
プ
で
、
１
５
０
０
円
（
送
料
別
）

で
特
別
販
売
さ
れ
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

遠
藤
周
作
文
学
館　

０
９
５
９-

３
７-

６
０
１
１
ま
で
。

◆
遠
藤
文
学
講
座
の
お
知
ら
せ

	

「
遠
藤
周
作
『
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
』
を
読
む
」

日　

時	

６
月
11
日
、
７
月
９
日
、

				




９
月
10
日
（
土
）

				




3
時
20
分
～
４
時
50
分

				




（
日
時
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
際
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

場　

所　

幼
き
イ
エ
ス
会

				




（
四
ツ
谷
駅
麹
町
口
前
）

　
　
　
　

 

０
３-

３
２
６
１-

０
８
２
５

講
師
…
山
根
道
公

受
講
料　

１
回
２
０
０
０
円
（
学
生
半
額
）

申
込
み
…
風
編
集
室

　
　
　
　

 
 

０
８
６-

２
２
７-

５
６
６
５

				




Ｅ
メ
ー
ル/kazehensyuusitu@

yahoo.co.jp) 

内　

容　

遠
藤
周
作
の
生
涯
と
も
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
、『
キ
リ
ス
ト
の
誕

生
』
を
読
み
解
き
、
弱
い
弟
子
た

ち
を
変
え
て
い
く
永
遠
の
同
伴
者

キ
リ
ス
ト
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
殺
陣
ク
ラ
ブ
公
演
の
お
知
ら
せ

　
　

遠
藤
先
生
の
作
ら
れ
た
世
界
一
の
素
人

劇
団
「
樹
座
」
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
「
殺

陣
ク
ラ
ブ
」
の
第
７
回
公
演
が
東
京
で
行

わ
れ
ま
す
。
ご
存
じ
２
年
に
一
度
の
チ
ャ

ン
バ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
周
作
ク
ラ
ブ
幹

事
・
宮
辺
尚
さ
ん
の
脚
本
・
制
作
に
よ
る

も
の
で
、
会
員
が
何
人
も
出
演
し
て
い
ま

す
。

演　

目	
｢

蘭
と
百
合｣

日　

時	

7
月
23
日（
土
）　

７
月
24
日（
日
）

場　

所　

東
京
・
日
本
橋
劇
場

料　

金　

２
８
０
０
円

申
込
み
…�

お
友
だ
ち
が
殺
陣
ク
ラ
ブ
に
い
る

方
は
そ
の
お
友
だ
ち
に
、
い
な
い
方

は
住
所
・
氏
名
、
お
よ
び
何
日
の
公

演
を
何
枚
希
望
か
を
明
記
し
て
、 

必
ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３-

３
３
２
８-

７
０
９
８
）
で
宮
辺
さ
ん
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
高
橋
千
劔
破
氏
の
新
著

　
『
江
戸
の
食
彩　

春
夏
秋
冬
』

　
　

江
戸
時
代
の
豊
か
な
食
文
化
を
、
四
季

折
々
の
食
材
を
中
心
に
、
そ
の
歴
史
や
料

理
法
、
由
来
な
ど
、
川
柳
や
俳
句
な
ど
を

交
え
て
判
り
易
く
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　

河
出
書
房
新
社
刊　

定
価
１
７
０
０
円

（
税
別
）
書
店
で
ど
う
ぞ
。

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
43
号

�

２
０
１
１
年
６
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

金
子　

コ
ウ

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
太
原
正
裕（
HP
）

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
０-

１
０
９
７-

１
９
７
９

	

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
８
月
の
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

◆
編
集
後
記

▼
会
員
の
中
に
は
、
関
東
か
ら
東
北
地
方
に
お
住

ま
い
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
犠
牲
者
は
お

ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
直
接
あ
る
い
は

間
接
に
何
ら
か
の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
少

な
か
ら
ず
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
今
号
は
、
遠
藤
周
作
没
後
15
年
の
神
奈
川
近
代

文
学
館
に
よ
る
「
遠
藤
周
作
展
」
の
記
事
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
レ
ポ
ー
ト
、
ま
た
そ
れ
に
絡
む
遠
藤

文
学
・
原
点
の
旅
の
ル
ポ
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

展
覧
会
に
行
か
れ
た
方
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ

た
人
た
ち
、
ま
た
残
念
な
が
ら
行
け
な
か
っ
た
人

た
ち
も
十
分
楽
し
め
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

▼
岡
田
厚
美
委
員
の
石
巻
の
ル
ポ
は
、
同
地
出
身

者
な
ら
で
は
の
記
事
で
、
か
つ
て
「
原
点
の
旅
」

で
石
巻
を
訪
ね
た
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
は
、

思
い
出
を
喚
起
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
前
号
で
金
田
浩
一
呂
さ
ん
の
連
載
エ
ッ
セ
イ
が

終
わ
り
、
今
号
か
ら
磯
見
辰
典
先
生
の
連
載
が
始

ま
り
ま
し
た
。
第
１
回
の
今
回
は
遠
藤
先
生
の
お

母
さ
ん
の
話
。
次
回
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
と
遠
藤

先
生
の
知
ら
れ
ざ
る
素
顔
や
、
遠
藤
文
学
に
ま
つ

わ
る
秘
話
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

（
劔
）

　

３
月
11
日
の
午
後
2
時
46
分
、
東
日
本

を
襲
っ
た
大
地
震
と
、
そ
の
後
に
青
森
・

岩
手
・
宮
城
・
福
島
・
茨
城
・
千
葉
の
海

岸
へ
押
し
寄
せ
た
大
津
波
に
よ
っ
て
、
多

く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。ま
た
同
時
に
、

小
動
物
や
虫
や
木
々
や
草
々
ま
で
含
め
て

無
数
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
生
命
が

失
わ
れ
た
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
す
べ
て
「
神
」
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
、

か
け
が
え
の
な
い
「
生
命
」
で
す
。

　

遠
藤
文
学
の
名
作
『
侍
』
ゆ
か
り
の
石

巻
も
、
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
し
か
し
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ

ウ
テ
ィ
ス
タ
号
は
、
か
つ
て
侍
た
ち
を
乗

せ
て
太
平
洋
の
荒
波
を
乗
り
切
っ
た
ご
と

く
、
津
波
を
耐
え
抜
き
ま
し
た
。
人ひ

と

も
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
「
生
命
」
の
復
活
を
、
こ

の
船
が
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
原
発
事
故
と
い
う
、
歴
史

に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
悪
夢
が
災
害
に

追
い
討
ち
を
か
け
、
そ
の
悪
夢
が
い
ま
だ

に
続
い
て
お
り
ま
す
。
で
す
が
、
復
活
の

あ
と
に
続
く
に
違
い
な
い
、
新
た
な
る
未

来
を
信
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
劔
）

追
悼―

東
日
本
大
震
災
で
失
わ
れ
た
生い

の
ち命

へ




